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皮 膚科 領域 におけ るEnduracidinの 使 用 成績

武 田 敏 夫 早 川 実

京都大学医学部皮膚科教室

(主任 太藤重夫教授)

緒 言

EnduracidinはStreptom■cesfungicidicusNo、B5477か

ち分 離 され たpolypeptide系 の 新 抗 生 物 質 で あ る。 本 剤

は 特 に グ ラ ム陽 性 菌 に強 い抗 菌 力 を 示 す とい わ れ る。 わ

れ わ れ は この 薬 剤 の注 射 剤 な らび に 軟膏 を 使 用 す る機 会

を 得 た の で 臨 床 成 績 と患 者 よ り得 た教 室 保 存 の ブ菌 の 感

受 性 の 成 績 につ い て述 べ る。

使 用 薬 剤

a)注 射1日1回50mg,1回100mgあ る い は

1日2回50mgず つ 筋 肉注 射 使 用 した。

b)軟 膏O.5%白 色 ワセ リ ン基i剤軟 膏 と0.5%ポ リ

エ チ レン グ リコ ール 基 剤 軟 膏 を1日1～3回 塗 布使 用 し

た。

感 受 性 成 績

患者 より採取 した教室保存のブ菌30株 のEnduracidin

の感受性を稀釈法によつ て 測定 した9培 地 はheart

nfusionagar(Eiken)と 武 田薬 品 か ら指 定 され た

表 蓋 ブ菌30株 の最少発育阻止濃度

tripto-soyagar(Eiken)の 両 者 を 用 い た 。 そ の 成 績 を表

1に 示 す 。

Enduracidinの 最 少 発 育 阻 止 濃 度(MIC)は,tripto・

soyagar培 地 で は0.5mcglmll1株,0・25mcglml19

株,heartinfusionagar培 地 で は0・5mcg/mll株,

O.25mcg/ml29株 で あ つ た。

器 O.25mcglm1 O.5mcglml 合 計

臨床使用成績
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a)注 射剤

癌3例,蜂 案織炎3例,汗 腺膿瘍1例 に1日50mg～

100mgを1～2回 筋肉注射を行なつた。 成績を表2に

示す。著効はなく,有 効1例,や や有効1例,無 効5例

であつた。 これら7例 の症例の内 やや有効1例 からは

StrePt.haemolyticus,Rettgerellaが 培養された。 他は黄色

ブ菌であつた。

b)軟 膏剤

伝染性膿痂疹8例,細 菌性湿疹,急 性 レ線潰瘍,固 定

疹(水 庖を生じびらん化したもの),尋 常性疵贅焼灼後の

火傷,ス トロフルス2次 感染,火 傷皿度各1例 に使用し

た。成績を表3に 示す。著効IO例,や や有効2例,無

効2例 であつた。基剤はポリエチレングリ=一 ルに比し

てワセ リソのほ うが優れていた。

30株

30株

結 語

1)患 者から分離したブ菌30株 のEnduracidinの 感

受性を2種 の培地を用いて測定 した。両者いずれの培地

においてもMICはO.25mcgimlか ら0.5mcglmlに

表2注 射臨床使用成績
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表3軟 膏 臨 床 使 用 成 績

Nα陣 圖 倒 病 名 俸 訓 獅 日回鯛 塗 布 部 の 所 見1効 果階

1和 ♀ 伝 染 性 膿痂 疹 ワセ リソ1回2痂 皮,び らん 無 効1な し

2中 ♀ 〃 〃1回7〃 著 効 〃

3中 〃 〃1回7〃 〃 〃

4中 δ 〃 〃1回7〃 〃 〃

5斉 〃 〃1回9〃 〃 〃

6中 〃 〃2回5〃 やや 有 効 〃

7北 〃 〃2～3回3〃 やや 有』効 〃

8北 〃 〃2～3回3〃 著 効 〃

9西 6細 菌 性 湿 疹PEG3回7び らん 化 著 効 〃

10山 尋 常 性 涜 贅 焼 灼 後 の 火傷PEG2回16一 部 周 囲 に 発 赤 腫脹,膿 を み る 著 効 〃

ll吉 6急 性 レ線 潰 瘍 ワセ リ ン1回20膿 茎 を被 つ た 潰瘍 あ り ・・ 〃

12中 6ピ リ ソ疹 〃1回4び ら ん 〃 〃

13有 ♂ ス トロフル ス ー ンス感 染 〃2回3痂 皮 び らん 〃 〃

14東 9火 傷 皿 度 〃1回4潰 瘍 び らん 無 効 〃

あつた。

2)膿 皮症に注射剤と軟膏剤を使用した。注射は優れ

た効果を認めなか つ た が,軟 膏では優れた成績を示 し

た。
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 Enduracidin  (EDO), a new polypeptide antibiotic, isolated from  Streptomyces  .fungicidicus No.  B5477,. 
was tried in various pyodermic conditions such as furuncle, phlegmone, and infectious impetigo and 
the following results were obtained. EDC injection was used in 7 cases and was effective in 1, somewhat 
effective in  1 and ineffective in 5 cases.  EDC ointment was used in 14 cases and was very effective in 
10, somewhat effective in 2 and ineffective in 2 cases. 

 EDC was tested bacteriologically by examining the sensitivity of 30 strains of Staphylococci main-
tained in the laboratory. The heart infusion agar and trypto-soy agar were used for the medium and the 
stepwise dilution method was used for the determinations. The minimal growth suppressing concentra-
tion of EDC was 0.5 mcg/ml in 11 strains and 0.25 mcg/ml in 19 strains in the trypto-soy agar  medium . 
and 0.5 mcg/ml in 1 strain and 0.25 mcg/ml in 24 strains in the heart infusion agar medium.




